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結 果 含 意
1.は じめ に
韓 国 語 の使 役 動 詞 は接 辞 〈一させ る〉 の結 合 に よ っ て派 生 す る 日本 語 と
違 っ て,(1a-c)の よ うに三 つ の 方 法 に よ って作 られ る。
(1)a.1類 の 使 役 動 詞:固 有 語 述 語 語 幹+
一。1-
,一 司 一,一 司 一,一 フ1-,一(。1)♀ 一,一 子 一,一 柔 一+一 叫
ex)著u}一 キ 。1味 智 じ}一智 司 叫,雪 叫 一量 司 味 勉u}一 棄レ 匡 ト…
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b.n類 の 使 役 動 詞1固 有 語 ・漢 語 述 語 語 幹+一 翔 糾 叫
ex)告 叫 亡ト 昔 潮1彫Lλ}皇 τト λ}皇 翔 糾 τ干…
c.皿 類 の 使 役 動 詞:動 詞 性 名 詞1+一 入1ヲ11斗
ex)そ}暑 言トτ斗一峯}暑 λ1ヲ1τ斗,・i温暗 者トτ斗一盈 艮}λ1ヲ1τ斗…
と り わ け,皿 類 の 使 役 接 辞 〈一入1ヲ1叫sikida2>は,動 名 詞(Verbal
Noun:以 下 で はVNと 称 す る),特 に漢 語 動 名 詞(漢 語VN)を 共 有 す
る 日本 人 韓 国語 学 習 者 に とっ て は習 得 しや す い 面 が あ る。(2a,b)と(3a,
b)は 韓 国語 に訳 され た 日本 の小 説 の例 で あ る。 〈VN一 す る〉 か ら派 生 した
〈VN一 させ る〉 を 〈VN-o}r-}hada>か ら派 生 した 〈VN一 入1ヲ1τ}〉に置 き
換 えれ ば両言 語 の使 役 構 文 は対応 す るの で あ る。
(2)a.私 の答 え が何 で あ ろ う と,そ れ が 奥 さん を満足 一させ る筈 が
なか っ た。(心)3
用 司 者010i週 環01君 ユ 唄01入}玉L唱{}唾 尋一入1望 司フ}叡
銀叫.(叫{D
b.何 だ か 自分 の 娘 と私 と を接 近一させ た が っ て い る ら し く も見
える の です 。(心)
c『殖 刈 ス干忍 釧 豊 斗 耳 暑 唱 モ}一λ1ヲ1翌 司 苛 ゼ 誤 刈 弔 見
。171三 蝕命!τ} .(pl_d)
(2a,b)の 「満 足 させ る 」「接 近 させ る 」の よ うに 自動 詞VNに 見 られ る
両 言 語 の 対 応 を[対 応1]と 呼 ぼ う。 さ ら に,(3a,b)の 他 動 詞VNを 共
有 した対応 も見 られ る。
(3)a.覚 醒 した暗 闇一 そ れ は私 に死 を想 起一させ た。(眠 り)
刎(日LL・ 『苦 一 ユ 唄 薯 用 刈 奇 音 音 な フ1一入1ゑ叫.(ス トロ)
b.し か しそ れ は相 手 に伝 え よ う と した物 語 で は な く,自 分 自身
に こ の八 年 を納 得 一させ る た め の行 為 に す ぎ な か っ た。(冷
静)
ユ 司 耳 ユOL杢}t胴 圃 週 苛 司ゼ 。1叶プレ}叫 醗 ヨ},ス レ1
叫 杢1叫刃 ユ8望 音 冒 号一λ1ヲレ1♀ 種}碧 ♀1・翔 ス1耳ス1誓 鍛
叫.(碧 層)
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(3a,b)の 「想 起 させ る 」「納 得 させ る 」の よ う に他 動 詞VNに 見 られ る
対 応 を[対 応2]と 呼 ぼ う。
日本 語 に訳 され た韓 国 の小 説 か ら も,(4a,b)の 「思糾 一sikida(変 化一さ
せ る)」 「イ}暑一sikida(感 動一させ る)」 の[対 応1]が,(5a,b)の 「謁 フ1-
sikida(喚 起一させ る)」 「冒 号 一sikida(納 得 一させ る)」 の[対 応2]が 見
られ た。 自動 詞VNが 対応 す る[対 応1]の 場 合 は波 線()で 表 わ し
て あ る よ うに被使 役 者(=使 役 構 文 にお け る動作 主。 以 下 で は 「動作 主 」
と称 す る)が ヲ格 標 示 に な り,他 動 詞VNが 対 応 す る[対 応2]の 場 合 は
動 作 主 が 二格 標 示 に な る こ とで,両 言 語 は構 文 的 に も並 行 を見 せ て い る。
(4)a.ユ 眉 叫 胡 旦olゼ 望唱 司ストフ}oト用 暑 呈 晋 鮒 魁糾 一λ1ヲLL
望 含 フ鴇}司 囚 斜 且 フ ー-}L奄yユ 叫 暑01銀 叫.(叫 珊)
そ の軽 薄 に見 え る 隣 の家 の 女 が 妻 を少 しず つ 変 化 一させ て い
るの を黙 っ て見 て い た の もそ のた め だ っ た。(妻)
b.凋 レ斗スレ}ス ㌃晋 暑 司 手ズi鍵 ゼ 冠 珊 司 司 舎 叫 刈図}暑 君 暑
一入1ぞ 魁 を 曽糾 フ}壷 屯 暑(『 銀τキ 司 三 司7ト Lユ 君
呈 晋 唱申 斗.(晋)
製作 者 が 資金 を出 して くれ な い限 り,私 の頭 の 中 に世 界 を感
動一させ る だ け の 映 画 が 一 本 入 っ て い る と して も,私 が 死 ね
ばそ れで 終 わ りな ん です 。(夢)
(5)a.ロ 肩ロ191苦r含 杢 モ到モ∋ 亘L≡丑 ユ 入}唱{}唱O-『 ぎトフ11導}フ1一入1ヲ1LL
智 刻 。1スrs暑 旦 ユ ス圃 到 甘 型 。1飯叫.(可 ロD
蝉 の 鳴 き声 は私 に そ の 事 実 を執 拗 に 喚 起 一させ る 装 置 で あ
り,不 毛 そ れ 自体 の象 徴 だ っ た。[蝉]
b.モ00肝 菅 司一セ 召 層01邊 薯 召瑚 皇 呈 ユ 馨洲 糾 州 司 叫9囚
鴇セ 叫 セ 摂 音 刈 層 零 望 肝 菅qユ(¶ 朗1冒 号一入1ヲ1フ1セ司 閤
d～ 琶01τ斗
.(λ 月到)
人 を愛 す る感 情 とは,本 質 的 にそ の よ う に しか許 され な い と
い う こ と を叙 情 的 な人 間で あ る彼 に納 得 一させ る の は難 しい
こ とで あ る。[鳥 の]
(2)一(5)の 用例 に見 られ る対 応 関係 を整 理 す る と,(6)の よ う にな る。
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(6)〈VN一 入1ヲ1{斗〉 と 〈VN一 させ る〉 との対 応 関係1
[対応1]〈 自動 詞VN一 λ1ヲ1τ斗〉⇔ 〈自動 詞VN一 させ る〉
[対応2]〈 他 動 詞VN一 入1ヲ1u}〉⇔ 〈他 動 詞VN一 させ る〉
しか しなが ら,(7a,b)の よ う な 自動 詞 派 生 〈VN一 させ る〉,(8a,b)の よ
うな他 動 詞 派 生 〈VN一 させ る〉 が 〈VN-milヲ1τ 干〉 と非 対 応 の 様 相 も見 せ
て い る(以 下 の*は 非 文 法 的 で あ る こ とを表 わす)。
(7)a.悪 条件 が実 験 を失敗 一させ た。(用 法1989:232)
*叫 至 君01毬 碧 暑 を 朝一λ1滋1斗.
b.そ して3～4年 後 誰 が 最 も成 果 を上 げ た か を見 極 め,よ
り困 難 な仕 事 に挑 戦一させ る。(日 経 ビ:2006.8.7)
*ユ 司 糾 司3 ～4望 丁1,ヤ 升 升を 相 叫 暑 書 蒐モ フト暑 刈
切」呈 立ド固 ・(オ旦tキ 明司 岳 望 司lt三冠一ス核ユτ手.
(7a,b)の 自動 詞VNに 見 られ る 非 対 応 を[非 対 応1]と 呼 ぼ う。 そ し
て(8a,b)の 他 動 詞VNに 見 られ る非対 応 を[非 対 応2]と 呼 ぼ う。
(8)a.幹 事 に社 員 旅行 を計 画一させ た 。(用 法1989:184)
*」奢早 司囲 入ト趨(月司{}刈 司一λ惚 τ斗.
b.父 の死 が 私 に 医 者 に な る こ と を決 心 一さ せ た。(用 法1989:
187)
*。圖 ズ回{殺}。 い 斗司圃 到 λレ 干L
L唄 含 君 ・醤一入1i忍叫.
自動 詞 派 生VN「 満 足 一λ1ヲ1じト/させ る」 「接 近一入1ヲ1叫/さ せ る」 「変 化一
入1ヲ1叫/さ せ る」 「感 動一入1ヲ1叫/さ せ る」 お よび他 動 詞 派 生VN「 想起 一入1
ヲ1じレ させ る 」 「納 得 一λ1ヲ1じ}/させ る」 「喚 起一入1ヲ1叫/さ せ る」 は使 役 表現
と して対 応 して い るの に,自 動 詞 派 生VN「 失 敗 一*入1ヲ1u}/さ せ る 」 「挑
戦一*λ1ヲ1τ叡 させ る」 お よび他 動 詞VN「 計 画一*ス1ヲf/さ せ る 」 「決 心 一
*λ1ヲ1τ}/さ せ る 」 が 対 応 しな い の は なぜ で あ ろ う
。 この 場 合,い ず れ の
VNも 〈鋼 〉 とは結 合 で き るが,〈 一入1ヲ1τキ〉 との 結 合 に制約 を見 せ て
い る。
さ ら に,(9a,b)の よ う に,韓 国 語 は くVN一 入1ヲ1ビDな の に,対 応 す る
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日本 語 が 〈VN一 す る〉 の場 合 もあ る。
(9)a.ス レ1剤 闘呈(容 薯 苛 刈 朝 号一入1ラ『 望 ヱ 銀壱 夷 。1司 早 甚01銀
叫.(。}用)
自分 な りに勝 手 に歪 曲一して 理 解 して い る場 合 が大 部 分 だ っ
た。(妻)
b.号 暑・9旦 立 司 杢}暑暑 司囚 刈 到一入1剋τ斗モ…唱 皇}01暑 斗 珂 σ1
刈 フ『♀ 著 司 囁『叫望 司.(oト 珊)
動 物 は保 護 の対 象 か ら除外 一す る とい う法 案 が 通 過 して、 よ
うや く起 訴 を免 れた んだ っ て。(妻)
(9a,b)の よ うに くVN一 入1ヲ1亡Dに 対 して 〈VN一 させ る〉で はな く<VN
一す る〉 が 対応 す るの を[非 対 応3]と 呼 ぼ う。
また,(9a,b)と は反対 に,(10a,'b)の よう に 日本 語 は 〈VN一 させ る〉 な
の に韓 国 語 は 〈VN一 糾u}〉 の場 合 もあ る。
(10)a.い く ら本 に意 識 を集 中一させ よ う と して も,僕 の注 意 はす ぐ
にテ レ ビに戻 っ た。(TV)
o}早 司 超 司1層 剋 暑 召 吾一司一司 訓 三 ,用 杢1碧{}舌 矧 望 司1
司迅 皇.呈 暑o}獄 τ=T.(TV)
b.人 は体 を横 た えて筋 肉 を休 ませ る の と同時 に,目 を閉 じて思
考 を中 断一させ る。(眠 り)
剋 え}書 晋{}ofモ}舟 音 潮 刈 哲 ユヰ 暑 入1司,モ 云{}イ}ユ
朴 ユ 暑{}モ ト 委}τ斗.(社)
(10a,b)の よ うに 〈VN一 させ る〉 に対 して 〈VN一 掛 叫 〉 が 対 応 す る の
を[非 対 応4]と 呼 ぼ う。(6)一(10)の 用 例 に見 られ る対 応 関係 を整 理 す る
と,(11)の よ うに な る。
(11)〈VN一 入1ヲ1τわ と 〈VN一 させ る〉 との対 応 関係2
[非 対応1]〈 自動 詞VN一 させ る〉⇔ 〈*自動 詞VN一 入1ヲ1叫〉
[非 対応2]〈 他 動 詞VN一 させ る〉⇔ 〈*他動 詞VN一 λ1ヲ1亡丁〉
[非 対応3]〈VN一 入1ヲ1叫〉 ⇔ 〈VN一 す る〉
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[非対 応4]〈VN一 させ る〉 ⇔ 〈VN一 苛u}〉
両 言語 の使役構i文に見 られ る[対 応1][対 応2]は 日本 人韓 国語学 習
者 お よび韓国人 日本語学 習者 に とって応用 能力 を高 める文法要素である半
面,[非 対応1][非 対 応2][非 対応3][非 対応4]は 両言語 の学 習者 が
混乱 を起 こす原因 にな りか ねる。本稿 では,上 記 の ような使 役動 詞 〈VN
一入1ヲに}〉 と 〈VN一 させ る〉 の対応 ・非対 応 関係 に注 目して,そ の統語
的 ・意 味的要 因を探 るとともに,韓 国語教育 において上級 レベルで も使役
表現 を取 り入れ に くい理由 を探 してみ たい。
以下 で は,小 説 ・新 聞 ・雑誌 な どか ら採 集 した 〈VN一 入1ヲ1叫〉 〈VN一
させ る〉の用例 を用い なが ら,次 の手順で論 を進め ることにす る。
第2節 で は,[対 応1][対 応2]を 見 せ る自動詞VNお よび他動 詞VN
の構 文 的特徴 お よび対応 の条件 を取 り上 げ る。第3節 で は,[非 対応1]
[非対応2][非 対応3][非 対応4]を 見せ る 自動詞VNお よび他 動詞VN
の構 文 的特徴 を取 り上 げ る。 第4節 で は,本 動 詞 としての 〈入1ヲ1叫〉 と
使 役接 辞 と しての 〈一入1ヲ1叫〉 の統 語 的 ・意 味的 連続 性 を本 動詞 〈させ
る〉 と使役接辞 〈一させ る〉 と対比 させ なが ら取 り上 げ る。第5節 では,
使 役 動詞 〈VN一 入1ヲ1叫〉 と 〈VN一 させ る〉 の類似 点 と相 違 点 を ま とめ
る。 第6節 で は,今 までの考察 をまとめる。
以 下で は よ り細 か い分析 のためサ 亭仁(2005)に 倣 って,従 来 「被使役
者」 と呼ばれ ていた使役構文 にお ける動作 主 を 〈意 図性動作 主〉 と 〈非意
図性動作主〉 に分けて用 い ることにす る。
〈意図性動作 主〉
〈動作性動作主〉:言 語 表現 の中で 自ら動作 を行 える有情物
〈場所性動作主〉:動 作性 動作 主の身体 部位 の動 きに重心が置 かれた
動作主。韓国語の1類 の使役動詞 に見 られ る。
〈非 意図性動作主〉
〈対象性動作主〉:言 語表現の 中で 自 らは動作 を行 えない有情物 ・非
情物 ・抽象物動作 主
〈認識性動作主〉:事 象 に受動的 に関 わっていてそれを経験す るこ と
になる有情物
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2.自 動 詞派 生使 役 構文 の対 応 関係
2.1[対 応1]の 場合
まず,[対 応1]
徴 な どを見てみ よ う。
を見せる用例を見なが ら動作主の格標示および意味特
(13)a.し}モ ∋(～i裡フ}τま・杢1{}L羽 杢 翌 舎611・号 蒸}ノ『ヲ1i烈杢,(ユ モ月.コユ)
私 は い つ か あ な た を 私 の 小 説 の 中 に登 場 させ ます 。[そ し て]
b.(τ 斗1L)フ}・㌃習7110}・t羽暑L十 早 モ斗ロ1皇}杢ユ八11ゑ亡}・.(o}用)
(私 は)軽 く妻 を 叱 っ て 安 心 させ た 。(妻)
(13a,b)は 自動詞VNか ら派生 した使役構文 であ る。使役 主 「私」 も動
作 主 「あ なた」「妻 」 も有情物 であ り,動 作 主 はいず れ もヲ格標 示 されて
い る。動作 主 「あ なた」 「妻」 はそれぞれ実世界 では意 図性 を持 ってい る
存在 である。 しか し,「登場 す る」「安心 す る」 とい う言語表現 においては
その事象 を意図的 に遂行 で きる存在 として捉 え られていない。す なわち,
有 情 物 で は あ るが,VNが 表 わ す使 役 状 況 に お い て は いず れ も使 役 主
「私」の働 きかけに よって結果的に 「登場す る 」「安心す る 」とい う事象 を
経験す る非意図性動作主 である。 この場合使役 主 による動作 主へ の働 きか
けは一・方 的で ある。
さらに,(14a,b)の 動作 主 は非情物 の 「入1ム望(シ ステム)」 「碧妊 叫剋
(生産 ライ ン)」であ る。
(14)a.量91L符 討{}暑 ユ1モ『司 叫 芒}旦叫7ト 司 スL_入}ム 望{}
香 豆入隙1斗.(甘 トロ)
月 の 噴火 口 の写 真 を ま じま じ と見 て い て,女 は シス テム を終
了 させ た。[夜]
b.q刈 瑚 暑 州刈{}刈 相 薯 三 司 しト刃 鴇 蚊皇 痔,硝 妊00
丹 暑入iヲLL岳 刈 叫 司 胡 刈 入}看{}碧Z干01吐 毅 叫.(糾 蒸D
人体 へ の適 用 で 問題 点 は浮 き彫 りに な らなか っ たが,生 産 ラ
イ ン を稼 動 させ る 問 題 に つ い て 社 長 は考 えが 違 っ て い た。
[化 粧]
(14a,b)の よ うに動 作 主 が 非 情 物 の場 合,動 作 主 は 「終 了 す る」 「稼 動
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す る」 とい う事象 を自ら遂行す ることはで きない。事象 の遂行 にはいずれ
も使役 主の働 きかけが必要 である。
この よ うに,自 動詞派生VNに おけ る対応 は(13a,b),(14a,b)に 見 ら
れた通 り,動 作 主が有情物 であれ,非 情物であれ,VNが 表 わす事象 を使
役主が制御 またはそれに直接 関われ る場合 にのみ成 り立つ と思 われる。す
なわ ち,使 役 主の働 きか けに よってVNが 表 わす事象 の結果 が構文 の意
味 と して含意 され る場合,[対 応1]は 成 り立つ。 これ は 「使役 主 の使役
状況へ の制御 力」 に言 い換 えが で きる。次 は同 じ く自動詞派生VNで あ
りなが ら,対 応 していない[非 対応1]の 様相 を見 てみ よう。
2.2[非 対 応1]の 場 合
自動 詞VNは,VNが 表 わ す 事 象 に 主語 が意 図性 を持 って 関 わ れ るか
ど うか で二 つ に分 か れ る。(15)の よ うに意 図 を持 たず 受 動 的 に事象 にか か
わ る 〈対 象 性 動 作 主 〉 を 主 語 に 取 る 「非 対 格 自 動 詞 」(unaccusative
verbs)と,(16)の よ うに意 図 的 に動作 を行 う 〈意 図性 動 作 主 〉 を主 語 に取
る 「非 能格 自動 詞 」(unergatxveverbs)が そ れ で あ る。
2.2.1非 対 格 自動 詞VN
(15)a.死 亡 させ る(*死 亡 入1ヲ1τわ
敗 北 させ る(*敗 北 λ1ヲ1叫)
失敗 させ る(*失 敗 λ1ヲ1ビD
直面 させ る(*直 面 入1ヲ1叫)
b.*死 亡 した い
*敗 北 した い
*失 敗 した い
*直 面 した い
(15aの ・
巷百VNの 仙np亡 さ せ る 斗 させ る 」 な
どの場合,ヲ 格標 示 される動作 主 は通常 「死亡す る」 「敗北す る」 な どの
事象 に対 して意図的に関わった りそれ を制御 した りす ることがで きない。
動作主 の意 図 ・意志が反 映す る助動詞 〈一たい〉 と結合 してみる と,(15b)
の ように成 り立たないこ とが分か る。
非対 格 自動 詞 と違 って,(16a)の 非 能格 自動 詞VNの 場 合,動 作 主 は
VNが 表 わす事象 に意 図的 に 関わ る こ とが で きる。(15b)と 違 って(16b)
は 〈一たい〉 と結合 で きる。
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2.2.2非 能格 自動 詞VN
(16)a.自 殺 させ る(*自 殺 入1ヲ1τわb.
努 力 させ る(*努 力 入1ヲ1τわ
協 力 させ る(*協 力λ1ヲ1τわ
協 調 させ る(*協 言周・勺ヲ1亡})






非 対格 自動 詞VN「 死 亡す る」 と非 能格 自動 詞VN「 自殺 す る」 の場
合,動 作 主 はいずれ も有情物 である。 しか し,例 えば,「 病 院で患者 を死
亡 させ る 」「病 院で患者 を自殺 させ る 」の場合 ヲ格標示 され てい る動作
主 「患者」 の 「死亡す る」 「自殺す る」 とい う事象へ の 関わ り方 は同 じで
はない。 同 じ く 「死 ぬ」 とい う結果状態 になるが,「 自殺 す る」 は動作 主
「自ら」その事象 を招 く。 しか し,「死亡す る」 は何 らかの原 因に よって動
作 主 が 「結 果 的 に」 そ れ を被 る こ とにな るので あ る。 「自殺 す る」 の場
合,動 作 主である 「患者 」 は自分 の意志如何 によってその事象 を避 けるこ
とがで きるが,「 死亡す る」の場合,「 患者」 は自 らその事象 を避 けるこ と
がで きない。 「自殺す る」 の動作 主 は 〈動作性動作主〉であ るが,「 死 亡す
る」は 〈対象性動作 主〉であ る。
この違 い には,VNが 表 わす事象へ の使役主 の働 きか けの仕方 も関 わっ
てい る。[対 応1]を 見 せたVN「 登場 す る」「安心 す る」「満足 す る」 「接
近す る」 と比較すべ く,使 役主 の働 きかけ を表 わす補 助動詞 〈一手 τキjuda
(一あげる)〉 または 〈一旦u}boda(一 み る)〉 を結合 して みる と,そ の違 い
が明 らか になる。(15a)は 「号看入図 手叫(登 場 させ てあげる)」 「勉召λ1
引 手叫(安 心 させ てあげ る)」 「肚尋λ図 手叫(満 足 させ てあ げる)」 ま
たは 困 暑λ囲 旦叫(接 近 させ てみ る)」 と言い換 えがで きる。 しか し,
[非対応1]を 見せ るVNの 場合,非 対格VNも,非 能格VNも 〈一手叫〉
や 〈一旦叫〉 と結合 で きない。VNが 表 わす事象 の実現 に使 役主 が働 きか
け られ ないか らである。VNが 表 わす事象 の実現 は使役主以外 の存在 に委
ね られてい るのである。
そ のため,〈 一入1ヲ1叫〉 は基本 的 に非能格 自動 詞VN,す なわ ち意 図性
VNと の結合 にお いて制約 を見せ る。(16a)の 場合,使 役 主 は使 役状 況へ
直接 関与 する ことも,動 作 主 にそれの遂行 を指示す るこ ともで きない。そ
の ため,VNが 表 わす事 象 の結 果 は含意 され ない。 〈一入1ヲ1τ}〉は く一させ
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る〉 と違 って,文 脈か ら,す なわち構文 の意味 として結果 が含意 され ない
と,VNと 結合 で きない。
(17a-c)の 例 を見 てみ よ う。 いず れ も(16)と 同 じ く非 能格VNで あ る
が,[対 応1]を 示 す用例 であ る。 日本語 の場合,意 図性 動作 主で あ るた
め,動 作主 は二格標 示 も可能である。それ は,使 役 主の指示や命令 な どに
よって意図性動作 主の 「外 出」 「通学」「帰 国」 といった位置変化が実現 で
きるか らで あ る。意 図性VNの 中で,使 役 主 の指 示や命 令 な どの働 きか
け によって動作主が,VNが 表わす事象 を実現 で きる場合,〈 一入1ヲ1-c}〉は
意 図性VNと も結合 で きる。 これ は,使 役 主 に よる使役 状況へ の制御力
に還元 で きる ものであ る。
(17)a.し ば ら くの 間 秘 書{に/を}外 出 させ た 。(用 法1989:ll4)
b.留 学 生{に/を}帰 国 させ る。(用 法1989:159)
c.子 供{に/を}バ ス で 通 学 させ た 。(用 法1989:313)
ここ まで 自動 詞VNか ら派 生 した 〈VN一入1ヲ1叫〉と 〈VN一 させ る〉 の
対応 の様相 を見 てみ た。対応 を見せ た[対 応1]は,VNが 表 わす事象 の
実現 に使役主が直接 関与 または制御 で きる場合成 り立つ。す なわち,使 役
主が使 役状況 を制御 で きる場 合,[対 応1]は 成 り立 つ。[非 対応1]は,
VNが 非能格 であれ,非 対格 であれ,VNが 表わす事象 の実現 に使役主 が
関与 で きないため1構 文の意味 として結果が含意 されないため成 り立た な
い。 自動詞 派生VNに 見 られる[対 応1]の 条件,[非 対応1]の 理 由 は
「使役主 のVNが 表 わす使役状 況への制御力」 と言 える。以下 では,他 動
詞VNに 見 られ る[対 応2]と[非 対 応2][非 対応3][非 対応4]を 見
てみ よう。
3.他 動詞 派生 使 役構文 の対 応 関係
3、1[対 応2]の 場合
他動 詞VNの 場 合,幾 つ かのVNが[対 応2]を 見せ てい る。 その用
例 と動作主 の格標示 お よび意味特徴 な どを見 てみ よう。
(18)a.(梱 銀君 そ}司1{遡 斉{}誉 謝到 牛4唱 音 週 妊淵 司豆 日停 週
刈 望 旭 智 子 剤翅6刊洲 石 杢}(召早 暑 尋 刈 苛 翔 奇 ス】ペ ヲ1ズ1昊 邊
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司 司を 超望芒 唱ヲ1σ憎 刈 銀τ斗.(釜 旭94)
いずれにせ よ銀行側 は従 来の手作業 を電算処理 に移行 する過
程 で第一線 の窓口職員 に電算業務 を徹 底的 に熟知 させ られな
か ったこ とに対 す る責任 を免 れ る こ とは難 し くなった。[朝
鮮94]
b.手 司司1川 珊 。圏 ス1甘 フ1λ1望TLL司 屯 夷呈"r召 柔
ヱ 翌 銀τ斗.c里{})
珠 里 に私 の父 を想起 させ る よ うな もの はすべ て 隠 したか っ
た。[矛 盾]
第1節 の(3a,b)の 「想 起一入1ヲ1叫/さ せ る」 「納得 一入1ヲ1叫/さ せ る」 を含
め,(18a,b)の 「熟 知一入1ヲ1叫/さ せ る」 「想 起一入1ヲ1u}/さ せ る」 な どのVN
は動作 主 が 二格 標 示 され る使 役 動 詞 で あ り,動 作 主 はい ず れ も有 情 物 で あ
る。 以 下 の 日本 語 に お け る使役 の定 義(J)と 韓 国語 にお け る定 義(K)か ら
も分 か る よ うに,動 作 主 は こ格 標 示 の 有 情 物 が 典 型 的 と も思 わ れ る((K1
-3)の 日本 語 訳 は筆 者)。
(J1)あ る者 が 他 者 に対 して,他 者 自 らの 意志 ・あ るい は主 体 性 を も
っ て,又 は他 者 に備 わ る能 力 ・本 性 に も とつ い て動 作 を行 う よ
う しむ け る。(『国語学 大 辞 典 』,1980:455)
σ2)文 法 で,他 の もの に何 か 動 作 を させ る意 を表 わす 言 い 方 。(『大
辞 林』,2005:1078)
(J3)使 役 とは,相 手 にあ る行 為 を命 令 また は,要 求 し,そ うす る よ
うに しむ け る意 を表 わす もの で あ る。(『 日本 語 教 育 ハ ン ドブ ッ
ク』,1993:39)
(K1)使 役 動 詞 とい うの は1文 の主 体 が 直接 に実 質 的 な動 きを しない
で,客 体 に そ の 動 き を さ せ る 形 式 的 動 き。(崔 鉱 培,1929/
1994:410)
(K2)使 役 はあ る人物,即 ち使 役 者 が他 の 人物,即 ち被 使 役 者 に,あ
る こ とを させ る態 の0種 。(李 翔 鰹 ・任 洪 彬,1983:206)
(K3)人(客 体)に あ る動 作 をす る よ うに させ る動 作 を使 役 とい う。
(南基 心 ・高永 根,1985:288)
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上 記 の 定 義 は,両 言 語 と もに動作 主 を 「他 者 」 「他 の もの 」 「相 手 」 「客
体 」 「あ る 人物 」 「人(客 体)」 な ど に指 し示 して い る。 用 語 に違 い は あ る
もの の,使 役 構 文 は,典 型 的 に は 「人 で あ る使 役 主 が,人 であ る動 作 主 に
意 図す る動作 を しむ け る こ と」 と捉 え られ て い る。
しか し,〈VN一 入1ヲ1叫〉 の場 合,こ の よ う な用 例 は多 くな い。[対 応2]
を見 せ る(19a-c)を 通 してそ の様 相 を詳 し く見 て み よ う。
(19)[対 応2]を 見 せ る他 動 詞VN
a.覚 醒 入1ヲ1叫(覚 醒 させ る)
鼓 吹λ1ヲ1叫(鼓 吹 させ る)
惹起 入1ヲ1叫(惹 起 させ る)
体 質化 λ1ヲ1τ}(体 質化 させ る)
b.納 得 入1ヲ1叫(納 得 させ る)
喚起 入1ヲ1叫(喚 起 させ る)
c.調 査 入1ヲ1叫(調 査 させ る)
負 担 入1ヲ1叫(負 担 させ る)
確 認 入1ヲ1叫(確 認 させ る)
高 潮 λ1ヲ1叫(高 潮 させ る)
記 憶 入1ヲ1τ斗(記 憶 させ る)
注 入 入1ヲ1叫(注 入 させ る)
理解 λ1ヲ1叫(理 解 させ る)
履 修 入1ヲ1叫(履 修 させ る)
翻 訳 入}ヲ1叫(翻 訳 させ る)
これ らのVNの 場合,動 作 主 はこ格標 示 で はあ る ものの,動 作主 の意
図 ・意志が反 映す る 〈一たい〉 と結合 してみ る と,結 合 はで きる ものの,
VNが 表わす事象が動作主 の意志如何 によって もた らされ るか どうか は明
らかで はない。
(19c)の 「調査」 「履 修」 「翻訳」 な どは動作 性 の高 いVNで あ り,動 作
主 は意図性 動作 主 であ る。 これ らのVNは 使役 主 の指示 に よる使役状 況
の設定が多いため,使 役主 の使役状況へ の制御の面で は(19a,b)の 用法 と
繋が る。 いずれ にせ よ他動 詞派生 〈VN一 入1ヲ1じト〉の用例 は多 くない。 こ
の点 は次節の[非 対応2]の 様相 か ら明 らか になる。 自動詞派生使役構 文
において,意 図性 自動詞VNと 〈一λ1ヲ1叫〉が結合 しに くかった ことを考
え合 わせ ると,[対 応2]を 見せ るVNが 少 ない ことは驚 くこ とで もない
と思われる。
(19a-c)の よ うに動作 主 が 二格 標 示 され るVNに 見 られ る共 通 点 は,
VNに よって多少差 はある ものの,VNが 表 わす事象 の遂行 が動作 主の意
図 ない し意志 とは関係 ない,と い う点 で ある。 これ らのVNは,使 役主
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に よる誘発 であれ,使 役主の指示 や命令 であれ,使 役主の何 らかの働 きか
けによって動作主 にお いての状 態の変化が前提 になってい る場合 に用 い ら
れ る と思 われ る。
[対応2]を 見 せ てい る一部 の他 動詞VNの 場合,(20a,b)一(22a,b)の
よ うに動作主が 二格標示 か らヲ格標示 に交替 を見せてい る。
(20)a.o圃 早 司 己}王 λ}弓}{}E}91叫 日1皿Oフ}司 一セ 告 層 音 川 司ヱ
を入}君を入博 音 翌t個 剋 暑 川 豆 刈 剋層 苛 ヱ ユ 川 相 音 望
碧 司一里刈01暑 叫洲 叫q,司 峠o}井 嶺 名 禰 刈 暑01洲 入1ヲ1
L
Lス1斜 司・`"1_号刈 糾 」1号音 刈 号 苛ス1.(呈 逗94)
今 か らで も人 々 を他 人 と比 較 ・評価 す る習性 を捨 て0人 一・人
を絶対 的 な存 在 と して認 め,そ の個 性 を認 め なが ら彼 らに他
人,さ らには広 い世 界 を理 解 させ る地域 学 と国 際化教 育 を提
供 し よ う。[朝 鮮94]
b.用 フト 望 叫 ♀レ琶 王 晋 三 勉 哩("1ス1力1フ月暑 暑 。1胡入1翌翔.
(叫 モ三こ旦　 サL=フく)
私 が お 母 さん の威 信 が 少 し も傷 付 け られ な い よ うに あの 子 ら
を理解 させ るか ら。[乾 い た]
(21)a.・ 胴 到 含含杢諏 …盟 ユ 入}・嚢}唱 豆醐1屠 フ囚 ヲ1セ 看
刻。1ス},暑呈 ユ ス圃 釧 懇碧 。隙 τ}.(中D
蝉 の鳴 き声 は私 にその事実 を執拗 に喚起 させ る装置 であ り,
不毛それ 自体 の象徴 だった。[蝉]
b.碧 ヌ1司Tフ 圏 ぞ叫 早毛}召61叫 刈フド… 司吾苦 碧フ1入1墾超
望含 瑚 叶喝朔耳}司 早モヲト?(招tH苦)
政治的無気力症 と無 関心 に陥 る大衆 を喚起 させ る責任 をなぜ
野党 にだけ押 し付 けるのか。[金 大中]
(22)a.叫 剋 音 入博 ぎトセ 君 層 。悼}薯 を 零 皇 呈 ユ 零 刈 射 州 司 叫9刈
鴇 モ…τ斗セO刈 碧 瑚 望 朴 菅 剋 ユ6刊洲 君号 入1ヲ1フ1セ 司 司
dO1。1r -1-.(λ 四)
人 を愛 す る感 情 とは,本 質 的 にそ の よ うに しか 許 され ない と
い う こ と を叙 情 的 な人 間で あ る彼 に納 得 させ る の は難 しい こ
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とであ る。[鳥 の]
b.珊 フト早合 里暑 胡刈 ユ暑 甘号刃裡 丁 叙銀裁ゼフ}.(刈楼D
私が どんな言葉 をか けて彼 を納得 させ る ことがで きただろ う
か。[世 の中]
「理解入1ヲ1叫/させ る」 「喚起 入1ヲ1叫/させ る」 「納得入1ヲ1叫/させ る」の よ
うに,動 作 主が二格標示 か らヲ格標示へ と交替す るこ とは,メ トニ ミー と
して捉 える こ ともで きるが,(17a-c)の 助詞 の交替 と比 較 してみ る と,動
作 主 の意 図性 の弱化 と して捉 える こ ともで きる。何 よ り,こ れ らのVN
が表 わす事象 は動作主 の意志 とは関係 な く,使 役主 の働 きかけ によって引
き起 こ され る心理状 態 の変化 を動作 主が経験 して い るこ とを表 わ して い
る。 これ らの動作主 は 自ら何か を 「理解 す る」 「喚起 す る」 「納得 する」 の
ではな く,受 動的 にまたは結果的 にその事象 を被 る ことになった 〈認識性
動作主〉 である。 この ように[対 応2]は,使 役主 の誘発 または指示や命
令 な どに よっ てVNが 表 わす事象 の実現,す なわち非意 図性 動作 主 にお
け る何 らか の変 化が前提 になった場合,成 り立つ と言 える。[対 応1]は
[対応2]と,VNが 表 わす使 役状 況 を使役 主が制御 で きる点 では異 なる
が,非 意図性動 作主 の変化 とい う結 果状 態 を含 意す る面 では繋 が ってい
る。次 は同 じく他動詞派生VNで あ りなが ら,対 応 しない[非 対応2]の
様相 を見てみ よう。
3.2[非 対 応2]の 場 合
(8a,b)で 取 り上 げ た 「計 画 させ る」 「決心 させ る」 を含 め,(23)の よ う
な多 くのVNが 非対 応 の様 相 を見 せ てい る。
(23} 質 問 させ る(*質 問入1ヲlr-1-)
暴 行 させ る(*暴 行 入1ヲ】叫)
説 明 させ る(*説 明入1ヲ1τわ
研 究 させ る(*研 究 入1ヲ1叫)
発 揮 させ る(*発 揮 入1ヲ1τ})
判 断 させ る(*判 断入1ヲ1亡D
約 束 させ る(*約 束 入1ヲ忙D
使 用 させ る(*使 用 入1ヲ1τわ
許 可 させ る(*許 可 入1ヲ11斗)
宣 言 させ る(*宣 言 入1ヲ1仁D
決 意 させ る(*決 意 入1ヲ忙D
自動詞VNの 中 で非 能格 の場 合,〈 一刈ヲ1τわ と結合上 制約 を見せ てい
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た こ とを考 え る とt(23)の よ うな非対 応 が 問題 で は な く,却 って対 応 関係
を見 せ た一 部 のVNが 〈一入1ヲ1叫〉 との結 合 にお い て例 外 と も思 わ れ る。
(24a,b)の 「研 究 させ る」 の よ うな用例 の場 合,韓 国語 は くVN一 入1ヲ1亡D
で は な く,VNが 表 わす 結 果 が 含 意 され な いTI..の 使 役 接 辞 〈一刈 苛 叫
gehada>に な る4。 これ は,「VNす る よ うにす る」 とい う,使 役 主 の指
示 内容 の 表 明 に と ど ま り,そ の結 果 は構 文 の意 味 と して含 まれ ない。 す な
わ ち,(24a,b)の 場 合 構 文 の意 味 と して 「そ れ で 学 生 は研 究 した 」 が含
意 され る。 しか し,韓 国語 の 「研 究一司一刈 言}亡手」 の場 合,使 役 主 の指 示 内
容 は明 らか で あ るが,意 図性 動 作 主 の学 生 が そ れ を実 行 した か どうか は 明
らか で は ない。 言 い換 えれ ば,「 ユ 司 可 叫 憩 薯 ユoq子 苛 ズ1鴇 蚊叫.
(し か し,学 生 は そ れ を研 究 しな か っ た。)」が構 文 の 意 味 と して 成 り立 つ
た め,結 果 含 意 を 前 提 に す る 〈一入1ヲ1叫〉 と は結 合 で き な い の で あ る。
(24c)の 「担 当 させ る/*入1ヲ1τ刊 も同 じで あ る。
(24)a.先 生 は学 生 に町 の歴 史 を研 究 させ た。(用 法1989:190)
b.学 部 な ど決 めず,無 境 界 で,ど ん な こ とで もい い か ら学 生 の
関 心 に まかせ 自由 に研 究 させ る。(日 経2006.10.12)
c.高 知 県 の梼 原 か ら町 お こ しの 依頼 が 来 た 時 研 究 室 の 学 生 た
ち に古 民 家 再 生 プ ロ ジ ェ ク トを担 当 させ る こ とに した。(日
経 ビ1278)
使役主 に よる指示 は誰 で もで きるこ とで はな く,使 役主が動作 主 を通 し
て使役状況 を制御 で きる場合 に限 られ る。 そのため,VNが 表 わす事象 の
遂行 が あ くまで も動作 主 に委 ね られてい る 「決意す る」 「判断す る」 など
はH類 の使役接 辞 〈一。トフr1。レτ斗〉 とも結合 で きない。 このH類 の使役接辞
〈一'δ1』フ11右干τ斗〉 と皿類の使 役接辞 〈一入1ヲ1叫〉 との関係 は別稿 に譲 ることに
す る。
ここまでの[非 対応2]の 考察 か ら使役表現 の典型 とも言 える 「誰 二何
ヲVNさ せ る」構 文が韓 国語 の場合,使 役接辞 〈一λ1ヲ1亡DのVNと の結
合上 の制約 によ り生産 的ではない こ とが分か った。 これは,〈一入1ヲ1U}〉が
持つ使役性 によるとも言 えるが,韓 国語 の場合,日 本語 のこ格 ほ ど与格 の
用法 が安 定 していない ことと連動す る問題 で ある5。 この点 につ いては第
4節 で取 り上 げ る。 次 は,両 言 語 の翻訳 本 な どで多 く見 られ る[非 対 応
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3]の 様相 を見 て み よ う。
3.3[非 対 応3]の 場 合
以 下 で は,実 例 を 通 して 〈VN一 入1ヲ1叫〉 に 〈VN一 させ る 〉 で は な く
<VN一 す る 〉 が 対 応 す る[非 対 応3]の 統 語 的 ・意 味 的 特 徴 を見 て み よ
う。
(25)a.僕 は 自分 を解 放 した か った。(我 ら)
L干モ三 ス干d音 司1居入1ヲ1ヱ{翌銀 唱 フ『o『卜.(♀ 司 暑)
b.ぼ くは 自分 の未 来 を限 定 しす ぎる とこ ろが あ る。(冷 静)
Lス 干剋91ロ1司 暑1斗 早 を碧 入1ヲ1司 蝕1斗.(望 層)
c.修 復 士 と して ま ず何 か ら修 復 して い くべ きか,と 考 え た。
(冷静)
昇 廻 母 呈 刈 早 喫暑 ・11昇 望入1朔叶 書 暑ス1碧4胡 旦 鉄
u} .("b)
(26=9)a.ス}フ1司 τ羽呈(碧 砦 司ラ『1朝昇一入1ラ『(暑こ7銀 斗… 参lo1τ羽早 甚01銀
u} .(。 囲)
自分 な りに勝 手 に歪 曲一して 理 解 して い る場 合 が 大 部 分 だ っ
た。(妻)
b.暑 暑{≧.里 」Σ」』杢}O暑 く¶ノ『 刈 潮 一入核ユτ斗モ… 弓唱 勉o「 暑コ1国ol
刈T著 司 獄τキ望 司.(。}司)
動 物 は保 護 の対 象 か ら除外一す る とい う法 案 が 通 過 して 、 よ
うや く起 訴 を免 れ た ん だ っ て。(妻)
(25a-c)は 韓 国語 に訳 さ れ た 日本 の小 説 で あ る。(26a,b)は 日本 語 に訳
され た 韓 国 の小 説 で あ る。 いず れ も 〈VN一 λ1ヲ1叫〉 に 〈VN一 す る〉 が対
応 し て い る。 特 に,韓 国 語 か ら 日本 語 に 訳 さ れ る場 合,〈 一入1ヲ1叫〉 と
〈一させ る〉 の対 応 関 係 が 影 響 しや す い と思 わ れ るが,〈VN一 入1ヲ1τ}〉は
〈VN一 す る〉 に訳 され て い る。
この現 象 は,日 本 語 との対 比 の 中 で浮 き彫 りに な った の で は な く,韓 国
語 の 中 で もそ の用 法 が揺 れ て い る部 分 で あ る。 先 に(27)の い くつ か の 用
例 を見 てみ よ う。
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(27)a.ス レ 囚 剛 旦 勉 号 潮 回 暑 入1朔 望 ユ 銀モ(。 岡)
自分 な りに勝 手 に歪 曲 して 理 解 し て い る場 合 が 大 部 分 だ っ
た。(妻)
aノ.入}盈 含 瑚 号 胡 刈 叫 三 スレ翌到 手 を{}垂 翌 入1ヲ1ユ 盤 書 召
叫?(招 朗 吾)
事 実 を歪 曲 してで も自分 の 主 張 を貫 徹 させ たい の だ ろ うか。
[金大 中]
b,亙 裡 音 瑚 昇 司 刈 叫 三 スレ冠91手 を{}垂 翌 λ1ヲ1一 翌 書 召
叫?(招q愕)
事 実 を歪 曲 して で も 自分 の 主 張 を貫 徹 した い の だ ろ うか。
[金大 中]
bノ.ユ 司 ヱ 叫 喜 尋 暑 囚 ス1苛セ 朴 看暑 斗 叫 早c『刈 ズト忍91午 を
Oギ}尋 司一両 喬}亡ト.(。1君 司)
そ して も う一 方 を支 持 す る人 々 と争 っ て 自分 の 主 張 を貫 徹 し
よ う とす る。[李 健 煕]
c."bロ 昭 潮 ヌ匿 叫 λ1暑 昇 臼}尋皇 呈 手 ヌ}λ1剋τ}.(叫 司)
鄭美 林 の車 を再 び路 地 の奥 に駐 車 す る。[マ リ]
cノ."bロ 昭 到 ヌ権 暑 昇 暗尋 皇 呈 翌 奇 。1手 ヌ團 岳 τ}.(叫{の
鄭美 林 の車 を路 地 の 奥 に駐 車 してお く。[マ リ]
(27a'-c`)の 「歪 曲掛 叫 」 「貫 徹 苛u}」 「駐 車糾 叫 」 は他 動 詞VNで あ る
た め,「 歪 曲入1ヲ1τ刊 「貫 徹 λ1ヲ1τ斗」 「駐 車 入1ヲ1叫」 の動 作 主 はこ 格 標 示 が
予 想 され るが,(27a-c)の よ うに動 作 主 は ヲ格 標 示 に と ど まっ て い る。 そ
の た め,「 ～ ガ～ ヲ」 の2項 動 詞 の構 造 の 中 に(27)の よ うに 〈VN一 苛u}〉
と 〈VN一 入1ヲ1叫〉 が 共 存 してい る6。 これ らは,ほ ぼ 同 じ文脈 で使 わ れ て
い る よ うに見 え るが,意 味 的 に も統 語 的 に も違 いが あ る。 以 下 で そ の違 い
を見 てみ よう。
(25a-c)(26a,b)(27a-c)の 場合,動 作 主 は いず れ も ヲ格 標示 され て い る
が,VNが 表 わ す 事 象 の 実 現 に 関 わ る 名 詞 句(NounPhrase:以 下 で は
NPと 称 す る)ま た は変 化 の方 向や 方 法 を表 わす 副 詞 句 も共起 して い る。
項 構 造 か ら見 た場 合,2項 動 詞 の 〈VN一 苛 τ}〉と同 じ項 構 造 で はあ るが,
(25a)の 「解 放 入1ヲ1叫」 に も(25b)の 「限定 入1ヲ1叫」 に も表 面 にNPが 共
起 して い な い が,場 合 に よっ て は 「～ カ ラ解 放 入1ヲ1叫」 「～ 二 限 定 入1ヲ1
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叫 」 の よ う に 明 示 す る こ と もで き る。(25c)に はVNに 関 わ る 「c『馨 刈
(ど うや っ て)」 とい う副 詞 が 共 起 して い る。[非 対 応3]を 見 せ る い ず れ
の用 法 か ら も明 示 的で あれ,暗 示 的 で あ れ,VNが 表 わす 事象 の 実現 に関
わ る構 文 要 素 が 関 わ って い る の で あ る。 使役 構 文 は他 動 詞 構 文 と違 って使
役 主 の働 きか け に焦 点 が 置 か れ て い る ので は な く,働 きか け られた 動作 主
の 変 化 に 焦 点 が 置 か れ て い る 表 現 で あ る。(25a-c)(26a,b)(27a-c)で
←O}〉 で は な く<一 入1ヲ1u}〉が 結 合 した の は使 役 主 に よ る働 きか け の仕
方 が 問題 で は な く,対 象 性 動 作 主 に 降 りか か った状 況 や変 化,結 果 が 問題
だ っ た か らだ と考 え られ る7。
この よ うな指 摘 を裏付 け る用 法 と して(28a-c)と(29a-c)の 〈VN一 入}ヲ1
叫 〉 の場 合,ヲ 格 標 示 と関 わ りを持 つ も う0つ のNPが 共 起 して い て,
〈VN一 苛 亡丁〉 へ の 置 き換 え は不 自然 で あ る。
(28)a.薯 土 。1只}{}フ『司9U}刈 暑 入1社91{}刈 呈 週 暑 入1ラ『 唱 川
司 巻 銀 亡ト.(想 之D
フ ォ ン ・ノイ マ ンは距 離 の問 題 を時 間 の 問題 に転 換 して 簡単
に解 決 した。[考 え]
b.毒 ÷司 三 フr{套舎01L忍 噌aOOフ1暑 フ刊雪 毫「剛7刊 豊 フ1イ}{}
1〒1モ耳go%77}ズi吐 寄 ノ・1え1Tく～工著01『口}」≡圭01暑01銀 τ=T.(01石
-)
ロ ッキ ー ドが ジ ョンソ ン とい う新 型 飛 行 機 を開発 す る 時 開発
期 間 を何 と90%ま で 短 縮 した 主 人 公 が ま さ に彼 らだ っ た。
[李 健 煕]
c.Tフ}耳 暑 朔 叫 旦 里 叫 セ 剋 刈 耳 暑 丁7刊 到 耳 呈 暑 司 入1剋
叫.(λ η到)
誰 か が私 を見 つ め る と,私 は まず 自分 を二 つ の 自分 に分 離 す
る。[鳥 の]
(29)a.tN7}旦 フ1司1SLL叫 忍91石 ヨ}三州 司 を 刃 早 イ}{}招 司 吾
竈 皇 秀皇 呈 司 刈 入図 、王越 苛 ヱ 銀{}磐 。1τ斗.(右t月 吾)
私 が 見 る限 り,Sは 自分 の全 羅 道 に対 す る拒 否 感 を金 大 中嫌
悪症 にす り替 えて 表現 して い る だ け で あ る。[金 大 中]
b.週 翌ol釧 召 到yト 層01i斗 隷 セ 日101思(¶ セ ユ 到 忍 含 フト翌01
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咤}丑殖皇呈.闘 ヌ}入1滋τ斗.(石 舛…D
真実 は疑い の過程 だ と言 ったが今 回はそ の疑い を仮説 とい う
表現 に置 き換 えた。[金 薬局]
c.望 皇呈セ ス圃 フη畳載 フ1含薯 里毬 唄三 叡ヱ,甘 到 フ1含。1
叫三 甘旦 τ干哩 司 丑 歪糾 入図 刈 希 斜皇 呈q君 入1朔叶 を
亡}.(01週 司)
これか らは自 ら開発 した技術 は言 うまで もな く,他 人の技術
で も他人 よ り早 く標準化させ て収益 につ なげ な くてはな らな
い。[李 健 煕]
〈一糾τわ へ の置 き換 えが不 自然 なの は,や は り対象性 動作 主の状態変化
に関係す る もう一つ のNPの 存在 に よる もの と考 え られる。2項 動詞構造
であ って もヲ格 標 示 のNPの 状 態 変化 に重 きが 置 かれ る場 合,他 動 の
〈一糾叫〉 よ り使役 の 〈一入1ヲ1叫〉 が選択 され る と思われる。
こ こまで 〈VN一 入1ヲ1叫〉 に 〈VN一 す る〉 が対 応す る[非 対応3]の 様
相 を見 てみた。 〈VN一入〕ヲ1叫〉 は 〈VN-o}〉 の他動 詞用法 と同 じく 「～
ガ～ ヲ」 とい う2項 動 詞の構造 を見 せ た もの の,実 際 には統語 的 に も構
文 が現 わす意 味 にお い て も違 いが あ る こ とが分 か った。 〈VN一 入1ヲ1叫〉
は,VNが 表わす結果状態が文 中に明示 され た場 合,す なわ ち対象性動作
主 の変化 に関 わる構文要素が共起 起 点 を表わす カ ラ格の共起,ま たは
着点 を表 わす二格 の共起 または状態 変化 に関わ る副詞句の共起 す る
場合,〈 一 苛叫 〉 に替 わってVNと 結合 で きる。 〈一入1ヲ1τわ は対象 の結果
または変化 に重 きを置 いた表現であ ると言え よう。
3.4[非 対 応4]の 場 合
以 下 で は 〈VN一 させ る〉 に 〈VN一 入1ヲ1叫〉 で は な く,〈VN一 誹 τキ〉 が
対 応 す る[非 対 応4]を 見 て み よ う。[非 対 応1][非 対 応2][非 対 応3]
の傾 向 か ら[非 対 応4コ はそ れ ほ ど多 くない こ とが予 測 で きる。 この 非対
応 は 日本 語 の 〈VN一 させ る〉 が 持 つ 特 徴 の 一 面 を 浮 き彫 りに す る と思 わ
れ る。(10)で 提 示 した用 例 を詳 し く見 て み よ う。
(30=10)a.い く ら本 に意識 を集 中 させ よ うと して も,僕 の注 意 はす ぐに
テ レビ に戻 っ た。(TV)
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oト早司 司(川 層冠{}唱 秀 司一司 翻 三 ,珊d眉{}召 一刈1望 司 司
石 皇 呈 暑o干獄 τ斗.(TV)
b.人 は体 を横 た えて筋 肉 を休 ませ るの と同時 に,目 を 閉 じて 思
考 を中断 させ る。(眠 り)
剋そ}・会 暑{}者 司 ヱ モ}舟暑 潮 囲1哲 立}暑 入1司1,廿 暑 君 ヱ
λ}ヱ暑 吾 を}委}τ平.(ス}口)
(30a,b)の 〈集 中一させ る〉 〈中 断一させ る」 を く集 中一入1ヲ1τわ 〈中断一入1
ヲ1叫〉 に置 き換 え た場 合,非 文 で は ない が,〈 中断一糾叫 〉 〈集 中一苛 叫 〉 よ
り容 認 度 は落 ち る。(30a)の 場 合,状 態 変化 に繋 が る も う0つ のNP「 ～
二((¶e)」 が 共起 して い るが,主 語 の 意 図 的働 きを表 わす 「VN誹 司 糾
叫(VNし よ う とす る)」 が 結 合 して い て,構 文 の 意 味 か ら主 語 の動 作 に
重 きが 置 か れ て い て,VNが 表 わす 結 果 が含 意 され ない か らで あ る。 ヲ格
標 示 され て い る動作 主 が(30a,b)の よ うに再 帰 用 法 の 「意 識 」 「思 考 」 で
は な く,「 多 くの 人 々 の 視 線 ・多 くの 人 々 の 関 心 」 や 「試 合 ・会 議 ・交
渉 」 な ど な ら 〈一入1ヲ1τ干〉 が選 択 され る。 韓 国 の 小 説 か ら(31a)の よ う な
用 例 が見 られ た。 この場 合,〈VN一 苛 叫〉 は成 り立 た ない。 使 役 主 「す す
り泣 きの声 と うめ き声 」 は意 図性 が発 揮 で きる有 情 物 で は な い か らで あ
る。
(31)a.ユ 朔 暑 望 含 否 望 亘 と 沼 斗 冠 含 杢 司7ト ♀ 司看 到 四糾 暑x
モ}入1滋叫.(oi苦)
そ の 時,突 然 す す り泣 きの声 と うめ き声 が 私 達 の会 話 を中 断
させ た 。[闇]
b.… 大 きな ピ ッチ ャー にた っ ぷ りの レモ ネー ドが,日 射 しを反
射 させ て い た.(緑 色)
(31a,b)の ように,使 役 主が 「す す り泣 きの声 とうめ き声 」「大 きな ピ
ッチ ャー にた っぷ りの レモ ネー ド」 の ような非情物 ・抽象物 の場合,構 文
は対象性 動作 主に降 りかか った結果状 態 を表わ し,両 言語 と もに結 果が含
意 される使役構 文 に なる。 これ らの 「思考 を中断 させ る」「意識 を集 中 さ
せ る8」 は,日 本語 の使 役 表現 に多 く見 られ る再帰用 法 の0つ で あ り,
(32)の ような表現 の延長線 で考 えると,〈一させ る〉が結合 す ることは 自然
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ではあるが,韓 国語 はこれ らの用法 に使役 表現 を用 いて対応す るこ とはで
きない。
(32)a.彼 はひ そ か に心 をたか ぶ らせ なが ら思 っ た。(楡 家)
b.掌 を壁 にす べ らせ,(忍 ぶ川)
c.貞 之 は ち ょっ と顔 を くも らせ て歩 きだ した。(菊 人形)
d.信 夫 は軽 く口 を尖 らせ た。(菊 人 形)
これ らの用 法 は3.1.で 取 り上 げた,日 本語 におけ る使役 の定 義 か らも
はずれ るものである。再帰用法が使役表現 になっているの は,対 応す る他
動詞が ない ことも関係す る と思われ るが,や は り使役 表現が結果 を表 わす
表現だか らであろ う。
この ように,[非 対 応4]は 日本語 の使 役表現 が持 つ特徴 の一つ であ る
再帰用法 と関係が ある。 この用 法が 日本語 の使役の 中で どうい うふ うに位
置づけ られているか は別 として,韓 国人 日本語学習者 にはつかみに くい使
役用 法の一つ である。
ここまで 〈VN一入1ヲ1叫〉 と 〈VN一 させ る〉 の非対応 の様相 を4種 類 に
分 け て考 察 した。 この非 対 応 か らVNが 表 わ す 事 象 を 〈一入1ヲ1叫〉 と
〈一させ る〉が構 文的意味 と して表せ るか どうか に大 きな違 いが あるこ とが
分 か った。 この違 い を よ り深 く探 るべ く,次 節で使役接辞 〈一λ1ヲ1叫〉 と
〈一させ る〉が本動 詞 としての どうい う機能 を使役 動詞 に持 ち込み,違 い を
生 み出 しているか を見てみ よう。
4.本 動 詞 と使 役 接 辞 との 相 関 関 係
第2節 で は 〈VN一 入1ヲ1叫〉 と 〈VN一 させ る〉 の対 応 の様 相 を,第3節
で は非 対応 の様 相 を見 て み た。 以 下 で は,そ の対 応 ・非 対 応 に本 動詞 と し
て の く入1ヲ1叫〉 と 〈させ る 〉 が ど うい う違 い を もた ら した か を見 て み よ
う。
本 動 詞 と して の 〈入1ヲ1叫〉 と 〈させ る〉 の最 も大 きな違 い は,語 種 に よ
る結 合 制 約 で あ る。 〈入1ヲ1叫〉 はVNと しか 結 合 で きな い が,〈 させ る〉
はVNだ け で は な く,(33a)の よ うな 「形 容 詞 」,(33b)の よ うな 「形 容 動
詞 」,(33c)の よ うな 「副 詞 」 と も結 合 して,ヲ 格 標 示 され て い る対 象 の状
態 変 化 を表 す。
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(33)a.熱 く させ る 。
息 苦 し くさせ る 。
b.不 幸 に さ せ る 。
不 安 に させ る 。
c.い らい ら させ る。
が っ か りさせ る。
本 動 詞 と して の 〈入1ヲ1τ}〉は そ もそ も(34a)の よ う に 〈NP1ガ=有 情
物 主 語 〉 〈NP2二=有 情 物 対 象 〉 〈NP3ヲ 二動 作 性 具体VN>を 持 つ3項
動 詞 で あ る。 「NP1ガNP2二NP3(=VN)す る よ う に仕 向 け る」 の1構
文 的 意 味 を持 つ。VNが 表 わす 動作 に拘 束 力 を持 つ 主体 に よる一 方 的 「指
示 」 また は 「命 令 」 を表 わ す用 法 で あ る。 日常 的 に は(34b-d)の よ うに使
わ れ る。 この よ うに,動 作 主 に対 して拘 束 力 ・制 御 力 を持 つ 使 役 主 に よ る
一・方 的 指示 や命 令 が多 く
,VNの 内容 の 実現 は構 文 の意 味 と して含 意 され
る。
(34)a.週 叩暑ol… 叫召司祉。1耳 月唱ヱ 銀セ ユ 州刈 暑誓 と 司暑
NPINP2NP3
λli穀1斗.({}三 そD
先 輩 た ちが … 濁 り酒 の杯 を飲 み 干 して い る彼 に突 然 歌 を歌 わ
NPINP2NP3
せ た。[ウ ル フガ ン]
b.。}。 回 囲 恕 杢 暑 入1ヲ1u}.(子 ど もに掃 除 を させ る。)
c.。}。1(梱}望 暑 入1ヲ1叫.(子 ど もに仕 事 を させ る/子 ど もを
働 かせ る。)
d.叫 。回 刈 翌 フ『刈 暑 入1ヲ1叫.(子 ど もに皿洗 い を させ る。)
しか し,使 役 接 辞 と して の 〈一入1ヲ1τ午〉 は 「L,..3-一(歌)」「閣 杢(掃 除)」
「望(仕 事)」 「翌 刃 ズ1(皿 洗 い)」 の よ う な動 作 性 具 体VNか ら 「失 神 」
「安 心 」 な どの動 詞 性VNと 結 合 す る こ とに よっ て項 構 造 も含 め 意 味合 い
に も変化 が生 じた と思 われ る。 以 下 で そ れ を見 てみ よ う。
(35a,b)と(36a,b)は 他 動 詞構 文 か ら派生 した3項 構i文で あ る。(35a,b)
の 〈VN一 糾 叫 〉 は 〈VN一 入1ヲ1叫〉 に派 生 され う る。(34a-d)と 構 文 的 に
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並 行 して い る。 しか し,(36a,b)の 〈VN一 苛 亡}〉は 〈VN一 入1ヲ1丁斗〉 に派
生 で きな い。使 役 主 も動 作 主 も同 じ く有 情 物 で あ るに もか か わ らず,こ う
い う差 が 生 じた の は なぜ で あ ろ う。 自動 詞 か ら派 生 した(37a,b)も 〈VN
一糾u}〉 か ら 〈VN一 入1ヲ1亡}〉に派 生 され うる。
(35)a.dlO一 ノ魍01tn雪 票…{}01司1「ぎトτゴト.
(妹 が 私 の 言 葉 の 意 味 を理 解 す る 。)
→ ◎『暑 ノ理(翔)翔t日 望「号…{}01司1入1ヲ1τ 斗 .
(妹 に私 の 言 葉 の 意 味 を理 解 させ る 。)
b.(目 暑 想01LT入 困{}眉 昌号O}咀じト.
(妹 が 前 後 の 事 情 を納 得 す る 。)
→ αi暑 想 司 洲 週 早 朴 層 暑 冒 号 λ1ヲ1叫 .
(妹 に前 後 の 事 情 を 納 得 させ る 。)
(36)a.(月 暑碧 。1冠 早 入困{}翌 噌 掛 叫.
(妹 が 前後 の事 情 を説 明す る。)
→*司 暑 想 州 湘LT神 層 音 裡 噌入1ヲ1叫.
(妹 に前 後 の事 情 を説 明 させ る。)
b.司 暑 想01ロ1テ ♀ 叫 音 君 碧 司一τ斗.
(妹 が ア メ リ カ留 学 を決 心 す る。)
→*(月 号 ノ蓼◎11フ『1τコ1≡号 ♀ 司・{}召 杢]λ1ヲ1τゴト.
(妹 に アメ リカ留 学 を決 心 させ る。)
(37)a.司 暑 想 。1毬 剋 苛 叫,(妹 が 失神 す る。)
→(月暑 想 音 碧 剋 入1ヲ1叫.(妹 を失 神 させ る。)
b.司 暑 想 。1マレ醤糾 叫.(妹 が 安 心 す る。)
→(月暑 碧 音 妊召 λ1ヲ1叫.(妹 を安心 させ る。)
この違 いはVNに ある と思 われる。(34a-d)で 見た ように,本 動詞 く入1
ヲ1τわ の3項 動詞 とい う統 語 的特 徴 結果 含意 とい う意味 的特 徴 を受 け
継 いだ使役接 辞 〈一入1ヲ1叫〉 は使 役主 に よる一方的指示使役 であ るため,
使役 主 も動作 主 も有情物 に限 られる。VNが 表す事象 は使役主 の指示 に よ
って始 ま り,動 作性動作主 の遂行 によって完結 す る。 しか し,(36a,b)の
fifi
VNが 表 わす事象 は指示 によって遂行 で きる事柄で はない。R旦 早 入ド討音
裡噌誹叫(前 後の事情 を説 明す る)」 「川号 ♀叫暑 君忍掛叫(ア メ リカ留
学 を決心 す る)」 は意 図性 動作 主の努力 や意志 な どにかか ってい る。VN
が表 わす事象 の遂行 が全面 的に意 図性 動作 主 に委 ね られ ているため,す な
わ ちVNが 表 わす結果が含 意 されないため 〈一入レ1ビDと は結合 で きない
のであ る。結局 〈一入1ヲ1叫〉 は,使 役 主の指示 または直接 関与 な どに よっ
て事 象 が 実現 で きるVNま た は一 定 の 変化 の 結 果状 態 が前 提 となっ た
VNと しか結合で きず,二 格標示 の動作主 との共起 にはそ うい う意味的制
約 がか か って い る と考 え られ る。 意図性動作 主 はVNが 表 わす事象 を遂
行す ることもで きるが,拒 むこ ともで きる。VNが 表わす事象 の実現 は意
図性動作主 に委ね られてい るため,〈 一入1ヲ1亡Dは 結合で きないのであ る。
(37a,b)の 自動詞派生VNの 場合,3項 動 詞か ら2項 動詞 に項構造 が変 わ
った に も関わ らず 〈一入1ヲ1叫〉が結合 で きたの は 「結 果含 意」 とい う意 味
的特徴 を受 け継いでい るか らである。(37a)の 場合,(31a,b)と 同様 使役
主が非情物 ・抽象物 の場合,使 役主 の働 きか けは一・方的であ り,結 果 は動
作 主 の意 志有 無 に関 わ らず 実現 す る。(38a,b)の 場合,使 役 主 は動作 主
「妹 」 に対 して,ど うい うふ うな働 きか けを したか は明 らか ではないが,
「*妹を失神/安 心 させ たの に,妹 は失神/安 心 しなか った」が 成 り立 た な
い ように,構 文の意味 として結果が含意 されてい る。〈一入1ヲ1叫〉 は使役 主
の使役状況 の拘束力,す なわち結果 が含意 され なければ用 いに くい と言 え
よう。
ここまで,使 役接 辞 く一入1ヲ1じDと 本動詞 く一λ1ヲ1亡Dの 統語的 ・意味的
連続性 を見 てみた。 〈λ1ヲ1亡}〉の3項 動詞 とい う統語的特徴,結 果含意 と
い う意味 的特徴 を受 け継い だ使役接辞 〈一λ1ヲ11斗〉 は結果が含意 されない
VNと は共起 しに くい こ とが分 かった。
5.〈VN一 人1ヲ1[1>と 〈VN一 させ る〉 の相 違
こ こ ま で 〈VN一 入1ヲ1叫〉 と 〈VN一 させ る〉 の 関係 を,対 応 の 様 相 と非
対 応 の様 相 に分 け て,そ の統 語 的 ・意 味 的 条件 を見 て み た。 そ の関 係 の特
徴 を ま とめ る と,以 下 の よ う に なる。
① 〈VN一 入1ヲ1叫〉 は他 動 詞 派 生 意 図性VNと は もち ろ んの こ と,自 動
詞派 生 意 図性VNと も結 合 に制 約 を受 け て い る。
② 〈VN一 λ1ヲ1r-1-〉は使 役 主 に よ る働 きか け に よ っ て結 果 が含 意 され る
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事象 を表 わすた め,事 象 の成 立が意 図性 動作 主 に委 ね られてい るVNと
は結合で きない。
③ 〈VN一入1ヲ1叫〉使役 構文 は,使 役 主の動作 主へ の働 きか けの仕 方が
指示であれ,操 作 であれ,誘 発 であれ,VNが 表わす事象 の結果 または変
化が前提 になった(含 意 され た)使 役構文 である。
④ 〈VN一λ1ヲ1叫〉 は同 じ2項 動詞 の 〈VN一糾τ}〉とVNを 共有 してい
て,〈鋼 〉が主体の対象への働 きかけに焦点 をお いてい る反面,〈 一入1ヲ1
叫〉 は対象性動作主の状態変化,す なわち結果性 に焦点 をおいている。
〈VN一入1ヲ1ゼDと 〈VN一 させ る〉の この ような対応 はi同 じく 「使役」
と称 されて もそれぞれが担 ってい る範 囲に相違が あるこ とを表わす。
6.お わ りに
本稿 で は,韓 国語 と日本語 の使 役構 文,と りわ け同 じVNを 共有 す る
〈VN一 入1ヲ1τキ〉 と 〈VN一 させ る〉 の対 応 関係 を主 にそれぞ れの言語 に訳
された小 説のデー タを用 いなが ら分析 を試 みた。
二つ の接辞 は2種 類 の対 応 と4種 類 の非対応 の様相 を見 せ ていて,単
純 に置 き換 えることがで きない こ とが分 かった。使役 表現 は述語が表 わす
事象 の結果が含 意 されてい る表現 であ る。韓 国語 の使役 動詞 〈VN一入1ヲ1
τ}〉も 〈VN一 させ る〉 と同様結 果含 意 を前提 に してい るが,〈一入1ヲ1τ}〉
は文脈 に結 果が含 意 されない とVNと 結 合 で きない。 この相違 は,使 役
接 辞 〈一入1ヲ〕叫〉 と 〈一させ る〉が持 っている使役性の相 違 に還元 で きる。
この ように,韓 国語 の使役構 文の派生 は 日本語 よ り複 雑 な様相 を見せて
いて,実 際 文法教育 の中心 とも言 える使役構 文が韓 国語教 育では ご く部
分的 に しか取 り上 げ られてい ない。 日本 人韓 国語学習者 に韓 国語 の使役表
現 を どう教 えるか,そ の実践的方法 は今後 の課題 に したい。
注
1皿 類 の 使役 動 詞 にお い てVNの 意 味特徴 は捉 え に くい と思 わ れ る。李 基 文
(1989/2002:1399)で は,接 辞 〈一入1ヲ1じ}〉が結 合 で きる名 詞 の性 格 は論 じ
ず,「 一 部 の名 詞 」 と表 わ してい るだ けで あ る。権 在 一(1994:202-203)で
は 「動作性 名 詞一ヲ格+入1ヲ1叫 」が 「動作 性 名詞一入1ヲ1叫」 の よ うに語 彙化 し
た と捉 え,「 号早gongbu入1ヲ1叫(勉 強 させ る)」 「牛 起suseon入1ヲ1叫(修 繕
させ る)」 を例 と して挙 げて い る。 この基 準 に従 う と,「 盤 骨silmang《1ヲ1叫
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(失 望 させ る)」 「君 暑gamdong入1ヲ1叫(感 動 させ る)」 な どのVNは 使 役動
詞 に含 まれ るか ど うか が は っ き りし ない。 金 燗 培(1997:35)で は,「 苛 叫
hada類 名 詞 」 と分 類 して い る。 しか し,実 際 は状 態 変化 を表 わす 一 部 の
国 じトdoeda類 名 詞 」 も含 まれ て い る。 本 稿 で は,「 失 望 」「感 動 」 な どの
VNは 動 作性 名詞 とは見倣せ ない ため,〈 一λ1ヲ1τ干〉 と結合 で きるVNを 「動
詞性 名詞 」 とす る。
2韓 国語 の 「ローマ 字表記 は,大 韓民 国文化 観 光部 告示 第2000-8号(2000年7
月7日)に 従 った。
3出 典 を引 用 の場 合 は()で,筆 者 に よ る訳 の場 合 は[]で 表 わす。
4使 役接 辞 〈一翔 糾叫gehada>と 結 果含 意 につ いて はサ 亭仁(1999)を 参 照 さ
れ たい。
5日 本 語 の 二格 に相 当す る韓 国語 の与 格 助詞 は 〈・洞e>〈 司回1ege>(口 語 で は
有 情物 の場合 〈尋 日1hante>)で あ るが,日 本 語 に比 べ 用 法 が か な り限 定 さ
れ てい る。使 役構 文 も受 身構 文 も主 に この 二格 に支 え られ てい る こ とを考 え
る と,二 格 の用法 が構 文 の拡張 または生 産性 に大 き く影響 す る こ とは言 うま
で もな い。両 言 語 に お け る ヴ ォイス の生 産性 の相 違 はサ 亭仁(2005)を 参 照
され たい。
6日 本語 の場 合 もi類似 した現 象 が 見 られ,定 延 利 之(2000)で は 「使 役 剰 余 」
とい うふ うに捉 えて い る。
7Kac(1976:234)は,英 語動 詞 の例 を挙 げ なが ら,使 役 動詞 は行 為 の性格 に
関 して は模 糊 として い るが,そ の行為 の結 果 に関 して は明 らか に してい る反
面,非 使役 動 詞 は行 為 の性格 に関 して は明 らか に して い るが,そ の結果 に関
して は模糊 と してい る と述 べ て い る。 宮 島(1972=218)も ほ ぼ 同様 の指摘 を
してい る。
8「 自分 の して い る こ と に注 意 を集 中 しな さい 」(『ニ ュ ー プ ロ シ ー ド和 英 辞
典』,P.640)の よ うに 〈VN一 す る〉 の用 法 も見 られ る。
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